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家
に
テ
レ
ビ
が
来
た
。
六
歳
を
迎
え
る
春
に
。
七
五
三
祝
い
の
晴
れ
着
の
替
わ
り

に
テ
レ
ビ
を
熱
望
し
た
私
に
、
祖
母
、
両
親
が
（
渋
々
？ 

喜
ん
で
？
）
賛
同
し
て

く
れ
た
。 

そ
れ
ま
で
は
金
曜
日
の
夕
刻
に
従
兄
妹
の
家
ま
で
『
チ
ロ
リ
ン
村
と
ク
ル
ミ
の
木
』

を
観
る
為
、
通
っ
て
い
た
。
黒
柳
徹
子
さ
ん
が
声
優
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
ピ
ー
コ
ち
ゃ

ん
、
玉
ね
ぎ
の
と
ん
平
ち
ゃ
ん
、
カ
ボ
チ
ャ
の
お
と
っ
つ
あ
ん
等
の
野
菜
た
ち
と
ク

ル
ミ
の
く
る
こ
ち
ゃ
ん
、
頑
固
じ
い
ー
さ
ん
の
お
金
持
ち
の
果
物
た
ち
、
ス
カ
ン
ク

の
ガ
ス
パ
や
コ
ウ
モ
リ
の
獣
た
ち
が
織
り
成
す
指
人
形
劇
。「
め
し
べ
」
と
「
お
し
べ
」

の
温
泉
も
あ
っ
た
。
金
曜
日
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
。
当
時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
テ
レ
ビ

二
、
三
し
か
な
く
、
日
中
に
は
放
送
休
止
の
時
間
が
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
は
テ
レ
ビ
が
生
活
に
必
須
と
な
っ
た
。
幼
稚
園
前
に
マ
ン
ガ
（
ア
ニ
メ
）

の
『
ヘ
ッ
ケ
ル
と
ジ
ャ
ッ
ケ
ル
』
―
―
毎
回
い
た
ず
ら
カ
ラ
ス
が
暴
れ
ま
く
り
最
後

に
は
羽
根
を
も
が
れ
て
逃
げ
て
い
く
話
。
週
一
回
、
夜
に
三
本
の
放
送
あ
り
。
他
の

ア
ニ
メ
に
『
マ
イ
テ
ィ
ー
マ
ウ
ス
』
―
―
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
ネ
ズ
ミ
版
。
い
た
ず
ら

ネ
ズ
ミ
の
コ
ン
ビ
『
チ
ュ
ー
ス
ケ
と
チ
ュ
ー
タ
』、
『
珍
犬
ハ
ッ
ク
ル
』
等
々
。 

 

米
国
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
、『
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
』
―
―
コ
リ
ー
犬
と
少
年
、
続
編
も
有

っ
た
。
竜
巻
が
来
て
床
下
の
地
下
室
に
避
難
す
る
場
面
、
ド
キ
ド
キ
し
た
。『
パ
パ
は

な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
』
―
―
白
い
大
き
な
冷
蔵
庫
に
大
き
な
牛
乳
瓶
が
入
っ
て
い

る
光
景
に
子
供
な
が
ら
も
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
セ
オ
ド
ア
・
ク
リ
ー
バ
ー
坊
や

の
愛
称
の
『
ビ
ー
バ
ー
ち
ゃ
ん
』
―
―
パ
パ
、
マ
マ
、
ウ
イ
リ
ー
お
兄
ち
ゃ
ま
と
繰

り
成
す
ド
ラ
マ
。
ウ
イ
リ
ー
の
友
達
エ
デ
ィ
に
ビ
ー
バ
ー
ち
ゃ
ん
が
か
ら
か
わ
れ
て

ま
し
た
。
長
寿
番
組
だ
っ
た
か
ら
、
終
盤
は
か
な
り
成
長
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
し 
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て
、『
ス
ー
パ
ー
マ
ン
』
―
―
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
そ
う
で
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
す
。
遠

い
星
か
ら
地
球
に
や
っ
て
来
た
奇
跡
の
男
。
空
を
飛
び
、
鋼
鉄
を
ひ
ね
る
位
、
朝
飯

前
。
彼
は
ク
ラ
ー
ク
・
ケ
ン
ト
と
名
乗
り
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
新
聞
社
デ
ー
リ
ー
プ

ラ
ネ
ッ
ト
の
記
者
と
な
っ
て
、
日
夜
、
戦
い
続
け
て
い
る
の
で
す
」。
星
条
旗
の
前
で

ポ
ー
ズ
。
『
ち
び
っ
子
ギ
ャ
ン
グ
』
も
痛
快
だ
っ
た
。 

 

『
鉄
人
２
８
号
』
、
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
実
写
版
、
バ
ッ
チ
リ
観
た
。
主
題
歌
「
僕

は
無
敵
だ
あ
、
鉄
腕
ア
ト
ム
。
良
い
子
の
為
に
戦
う
ぞ
。
勝
っ
た
つ
も
り
か
、
負
け

は
し
な
い
ぞ
。
さ
あ
来
い
悪
者
、
ド
ン
と
来
い
。
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ
ン
１
０
万
馬

力
、
僕
は
鉄
腕
ア
ト
ム
。
七
つ
の
威
力
を
持
っ
て
い
る
」
。
そ
の
他
、
『
快
傑
ハ
リ
マ

オ
』
、『
白
馬
童
子
』、『
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
』
、『
ま
ぼ
ろ
し
探
偵
』、『
月
光
仮
面
』。
小
学

一
年
生
の
砌
、
黒
板
前
に
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
だ
男
子
の
横
で
月
光
仮
面
の
絵
を
描
い
た
。

先
生
か
ら
「
男
子
は
落
書
き
す
る
な
」
、
私
に
は
「
女
の
子
は
そ
ん
な
絵
を
描
く
な
」

と
注
意
を
受
け
た
。 

 

そ
の
後
、『
事
件
記
者
』
は
正
座
し
て
鑑
賞
し
た
。
三
浦
綾
子
の
『
氷
点
』
に
つ
い

て
は
、
数
年
前
に
旭
川
の
記
念
文
学
館
に
行
き
、
改
め
て
感
動
。『
夢
千
代
日
記
』、『
北

の
国
か
ら
』
等
々
、
枚
挙
に
遑
が
無
い
。 

 

大
事
な
思
い
出
番
組
が
漏
れ
て
い
た
り
、
記
憶
違
い
、
大
き
な
誤
解
等
、
有
る
か

と
思
う
が
、
記
憶
を
辿
り
、
思
い
付
く
ま
ま
に
。 

 

 


